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Mangroves in India, Bangladesh, Burma,
Thailand,Vietnam,China,Philippines,Malaysia,

IndonesiaandPapuaNew Guineaarereviewed

は じ め に

前報では東南アジアのマングローブ全般に

ついてのべたが, ここでは インドか らパプ

ア ･ニューギニアの各国におけるマングロー

ブの分布状況を代表的な文献をもとに紹介 し

た｡国によって調査の精粗があり,不備な点

も多いが,あえて各国ごとにまとめた｡主要

な構成樹種とその分布,人為的影響,各国の

特徴などに焦点を しぼってある｡

Ⅰ イ ン ド亜大陸

インドはマレーシアとならんでマングロー

ブの文献は多いところであるが,東南アジア

とは少 しはなれるので,ここではもっともよ

くまとまっていると思われる Blasco [1977]

によって,インド各地のマングローブの分布

を簡単にまとめてみたい｡主要な文献につい

*農林水産省関東林木育種場 ;Kan toForestTree
Breeding Institute,MAFF,978 Kasahara-cho,
Mito-shi,Ibaraki-ken310,Japan

Withrespecttospeciescompositionanddistribution.

Humanactivitiesa鮎ctingthevegetationarealso
described.

ては Chapman[1976]や Blasco[1977]を参

照されたい｡

1. インドのマングローブの分布 とその特徴

インドのマ ングローブの分布図を図 1に,

分布面積を蓑1に示 した｡分布上の特徴はつ

ぎのように要約できる｡

(∋ 全インドのマングローブの85%は,西

ベンガルとベンガル湾上の島々に存在する｡

(勤 西ベンガルとそれにつづ くバ ングラデ

表 1 インドの主要マングローブ分布
地域の面積 [Blasco 1977]

地 域 ;面 積 (ha)

マ-ナディ河ロ

ゴダバリ･クリシュナ河口

カウベリデルタ

ボンベイ地区

カシュアワ- ノレ

計

; 5,000

1
: 10,000
. 1,500

20,00020,000

丁 356,500-
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図1 インドのマングローブ分布図 [Blasco 1977]

シュのマングローブをあわせると800,000ha

に達 して,世界でも最大規模の面積をほこっ

ている｡

③ 分布面積についてはマングローブの定

義によってさまざまな数値が発表されている

が,表 1の総計 356,500haがもっとも確実

な値である｡ 現在進行中の諸開発のため,さ

らに減少の傾向にある｡

④ 主要なマングローブ樹種は58種が出現

し,Bruguz'era,Cerz'oP∫,Lumm.lzera,Sonne-

razz'a,XyZocarpu∫などが重要である｡
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(古 生物的,人為

的影響により絶滅の

危機 に瀕 して い る

ものが多 い｡ 特 に

Rh'zoPhora はイン

ドの西海岸では完全

に絶滅 した｡ Kri･

shna,Godavari,Ma-

hanadi の各 デルタ

でもまれにしかみる

ことができず,ガン

ジスデルタでも少な

くなっている｡

(釘 インドでもっ

とも優占す るのは

Avz'cennz'aとExcoe-

carta agaZlocha で

ある｡生態的変異に

対する適応力も大き

く,更新 も容易であ

る｡ 生物的圧迫に対

する耐久 力 も大 き

い｡

⑦ マングローブ

に対する地域ごとの

生物的圧迫を知るこ

とが重要 で あ る｡

Kerala ではマング

ローブは絶滅 し, Godavariでは燃材採取の

ため大きな被害をうけている｡Kutchではラ

クダの過放牧による害がある｡

⑧ 気候的な変異の幅が大きい｡西の Ka-

thiawarでは北緯23度をこえており,半乾燥

気候下にあって冬は 6℃ まで下がるが,強

風はない｡一方,東のガンジスデルタは多湿

で, 10oC を下がることはないが,毎年のサ

イクロンの影響をうける｡

以上の点に留意 して各地の実態をみよう｡
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2. Kathiawarの乾燥地マングローブ

Kathiawar はインド北西部, 北緯23度 に

位置 し,年間雨量 400mm,乾季が9カ月つ

づ く半砂漠気候下にある,インドでもっとも

乾燥する地方である｡ここには,半島内部の

塩性湿地にみ られる塩生植物群落と,海岸の

マ ングローブの群落がある｡ 前者は低いかん

木状の ヤブが不連続 にみ られ, SaZvadora

persz'ca とメキシコか ら移入された Pro∫opz's

juhftora が優占し, 塩分濃度の高 い地域に

はイネ科やカヤツリグサ科の AeluroPu∫Za-

goPoz●de∫,Cenchru∫ ∫etをeru∫, SporoboZu∫

margz●natuJ,Cyperu∫rozundu∫などがみられ

る｡10月から5月にかけて,塩の結晶が 1-

5mm の厚さになって,土壌表面をおおって

いる｡

海岸部のマ ングローブは 20,000ha′であ

り,周辺の人口密度は 80-100人/km2 と,

ベンガルにくらべてずっと少ないが,ほかに

木のないことと冬の低温などのため維持は困

難になっている｡ 乳牛が Avzlcenm'a の葉 と

実を, 2,500頭におよぶラクダの群が若芽を

食 している｡ したがって,この地区のマング

ローブの相観は疎開型で,低木が不連続に分

布 している. 主要樹種は Avz'cenm'amarz'na

var.acuttz'S∫Z●ma であり,薪芽枝が四万-の

びた樹高 2m ほどのヤブ状になって生育 し

ている｡ Rhizophoraceae の類は絶滅 したと

思われ,ほとんど出現 しない｡ したがって,

帯状構造はきわめて単純で, もっとも海側に

Avz'cenm'a帯があり,内側にバ ックマングロ

ーブの Sahlcorm'abrachz'ata,Suaedafrutz'-

co∫a,Atr車Iex∫toch∫Z'Z'と, ここが分布の東

限となる簾生植物の Urochondra∫etu/o∫aが

みられる｡

3. ボンベイの玄武岩海岸のマ ングローブ

インド半島西海岸には大河 が な く,年間

2,500mm の多雨地帯の狭い海岸平地に,幅

の狭いマングローブが生育する｡ 基岩は トラ

ップ質の玄武岩で,インドではここだけにみ

られ,浸食に強い｡人為的な障害の多い地区

で,Avz●cenm'a と Acanthu∫tZz'czfoh'u∫が残

っているのみである｡Lumm'zzeraracemo∫a

は1934年 ごろまでみ られたが,現在は絶滅 し

た ｡

北ボンベイの Ghodbunderでは, もっと

も海 よ りに Rhizophoraceae (Rhz'zophora

mucronata,Cerz'oP∫tagaZ,Bruguz'eracyh'nd-

rzlca)と So71neratZ'aapetaZaが散在する｡内

陸に入 ると,Avz'cenm'aと Excoecan'aaga7-

tochaが優占するが, ともに低木である｡ 潮

の届かないところには芝生があり,イネ科の

葡旬性の AeZuroPu∫7agoPoz■de∫が生育する｡

ボンベイ湾の Elephanta 島には Am'cen-

nz'aaZba,Sonnerazz'aapetaZa,S.aZbaがみ ら

れるが,最後種は持ち込まれたものと考えら

れる｡ 最前種が海に面 している｡

西海岸のマ ングローブにはヤシ,Herz'tz'era,

XyZocarpu∫,Kandeh'acandeZがみ られな い

ことが特徴である｡ Rhizophoraceae は燃材

とタンニン用に採取され,椎樹は牛のエサに

される｡ Brug･uz'era,R/zzlzophora,Cen'op∫な

どは頗芽 しないため,このような条件下で生

きのびることはむず か し く,絶滅寸前 で あ

る｡ 古いマ ングローブの名残として,SaZva-

dorapersz'ca と S.oZeotde∫がある｡

4. CatlVeryデルタのマングローブ

半島南部のこの大デルタには 1,500ha の

マ ングローブがあるだけだが,次の2点で大

-ん興味深い｡

① Pichavaram でほぼ完全な帯状構造が

み られること｡

④ Muttupet地区の森林施業の結果,Am'-

ce7mZ'aman'naのひじょうに美 しい群落が成

立 したこと｡

まずはじめの帯状構造については,Rhz'Z0-
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Phora,Avicenm'a,バ ックマ ングローブの3

区分ができる｡ 常に湿っているか浸水 してい

る粘土質土壌のところに,Rhz'zophora が狭

いベル ト状 (幅 5-10m)に出現する｡ 主に

運河にそってよく発達 し,樹高は 7-8m で

ある.Rhtzophoraapz'cuZataがもっとも多 く,

a.mucronata もみられる｡下層には Bru-

guz-eracyZindrz'ca,CertoP∫decandra,So-e-

razz-aapetaZaが出現する｡Sonneratl'aapetaZa

は樹高 12-15m に達するものであるが,釈

伐されて絶滅寸前である｡ほかには Lumm'7-

Zeraracemo∫a,Aegz̀cera∫cornz'cuZazum,よ

じのぼり植物の DaZbergz'asPz'nosaとDerris

tnfoh'aza,着生植物の DendroPhthoefaZCaza

などがみ られる｡かなり密な林相である｡

春の大潮の時にほとんど沈む地区には,幅

のひろい Avz.cennz'aman'naの群落がみられ

る｡Rh'zoPhora 帯のうしろに位置 し,林相

はそれほど密でな く,樹高 3-6m で,高い

木や低い木がまじりあって い る｡ 下層 には

Suaedamaritz'ma,Excoecarz.aagaZZocha が

出現する｡

第 3番めは例外的な高い潮でのみ浸水する

地区で,ひじょうに塩性な砂質地にあるバ ッ

クマングローブである｡ ここではかたい泥土

上に,耐塩性のものが生育 している｡ Avz'cen-

nz'a はみ られず,大部分は草本か半乾生植物

で,主なものに,Suaeda martzima,S.m o-

notca,Se∫uyz'um portuZaca∫trum,Heh'otro-

2ium cura∫∫avtcum,Sah'corm'a brach'ata,

AeZuropu∫Zagopoz'de∫,Acanzhu∫Z'h'czfoh-u ∫ ,

Excoecan-aagaZZochaなどがある.

Muttupet-Chatram のマングローブはか

って25年周期で皆伐され,その際 1haあた

り50本の母樹を残 した｡ しかし,現在は20年

伐期で母樹は残さない｡ したがって萌芽更新

によっているが, 同時に漂流 している Avi-

cennz'a の種子を採取 して植付けもお こな っ

ている｡ その結果,Avz'cennz'amarina の純
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林が成立 し,15年生で樹高 10-15m,幹周

囲 35-45cm に達 している｡最近の粘土沖

積層には Scz'rpu∫h'tlorah'Sが侵入 してきて

いる｡

5. Krishna,Godavariデルタのマングロー

ブ

北緯17度付近に約 10,000haの面積を占め

ている｡Sonneratz'aaPetaZaと Avz'cenn3'aが

優占し,草本の Myn'o∫lach'awなhtiana も

よくみ られる｡ ここでは,川の土手に生育す

るものと,デルタ内部の古い沖積土上に生育

するものに大別できる｡

まず川の土手のものだが,Coringa地区の

9km ほど内陸に入った川の土手上に,高 く

高密な塩生植物群落がみられる｡潮の影響を

わずかにうける,高さ 1m はどの土手であ

る｡ 相観は単純で,まず,幅 4-5m,高さ

1.5m はどのイネ科の Myn'o∫tach'awなhzi-

ana と Cy4eru∫があり,これらの地下茎は

常に水面下にある｡ この帯のうしろに,Avz'-

cennz'aoffz'cz'nahlsと Htbz'scu∫tz'h'aceu∫が樹

高 3-6m の高さで帯状に生育 していて,こ

の中に Sonneratz'aapctaZa が樹高 8-12m

で散在する｡ トゲ のあるよじのぼ り植物 の

Cae∫aZpz̀niacn'staや,DaZbergz'asPtno∫aな

どもある｡ はかにはあまりみ られ な いが,

Szz'clocardz'atz'h'aefoh'a もここには多い｡伐

採跡には Acanzhu∫Z'h'czfoZiu∫と CZerodend-

rum z●nermeが侵入する｡海にむかうにつれ

て,Avz'cennz'aも残るが,Sonnerazz'aaPetaZa

が優占して くる｡ Hz'biscu∫tz'h'aceu∫や Stz'-

clocardz'atz'h'aefoZiaなどは消滅する.

デルタ内部の古 い沖積層 の マングローブ

は,高さ0.5-2m の不連続なヤブとなって
いる｡人的,生物的障害のため,ほとんどが

よじれた早生の再生木である｡構成樹種は,

Avz'cenm'aofTz'cz●nah'S,A.aZba,A.marz●na,

Excoecarz'aagaZZocha,Pro∫oPz'ssPz'czieraな
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どである｡ 草本層には,Suaeda maritz●ma,

Heh'otropz●um cura∫∫avz'cum, Fz●mbrz-styh-5

Spathacea,AeZuropu∫/agopoz'de∫,Cre∫∫acre-

13'caなど,バ ックマングローブにふつうに生

育するものがみられる｡Rhizophoraceae が

みられず,原初的なマングローブが生育する

ことがこの地区の特徴で,潮の影響はほとん

どない｡かつての15-25年伐期の皆伐施業の

結果,新芽力のあるもののみが残り,ほかの

ものは絶滅 したため,ひじょうに単純な林相

となっている｡

6. ベンガルデルタのマングローブ

ガンジス川とブラマプ トラ川の両大河が合

流 し,ベンガル湾に注ぎこむ低地一帯には,

世界でも有数のマングローブ林が展開する｡

インド側2,000km2,バ ングラデシュ側6,000

km2 を占め るこの地域 は, ベンガル語 で

くSunder-bans(美 しい森)〉とよばれて,イン

ドでもっとも美 しい塩生植物群落のみられる

ところである｡ここは有名なベンガルの虎の

すみかでもあるが, この動物も絶滅に瀕 して

いる｡ この地域の調査はかつて森林局が地図

作製のために入 ったものと, 最近 の Blasco

のものくらいで,本格的な調査はなされてい

ない｡一般的な生態的特質は以下のとおりで

ある｡

(ヨ インド側の淡水の欠如 :地殻変動によ

ってデルタ西部が上昇 し,東部が下がったた

め,ガンジスの流れはここ500-600年,東へ

流れる傾向にある｡ したがって,古デルタ地

帯は淡水が欠如 し,モンスーンの時期 (5,

6月と10,11月)のみ雨水が供給される｡そ

の結果,西ベンガルは以前のように肥沃な沖

積作用と洪水による脱塩作用 がな くな り,

Hen'zz'era やニッパなどの淡水による塩の溶

脱を必要とする樹種が絶滅 している｡

① 湿潤気候とサイクロン :この地域は北

緯22度に位置するが,最寒月が20oC(1月),

絶対最低温度が10oC以上,年平均気温 26oC,

年間降雨量 1,500-2,500mm, 12月から4

月までが乾季の熱帯性湿潤気候下にある｡ま

た,サイクロンの襲来は年 4-8回に達 し,

じょうご型のベンガル湾の頭の部分にあたる

ガンジスデルタは,低環礁部を除いて,もっ

とも大波をくらう地域である｡ 特に8-11月

にかけてがひどく,波の高さは 5-8m に達

する [Fosberg 1971]｡

③ 爆発的人口問題 :いうまでもなく世界

有数の人口桐密地帯であり,人口密度は1,000

人/km2 に達 し,増加率も高い｡周辺の土地

はすべて耕作にあてられ,マングローブは消

滅の方向にある｡過去200-300年の間に実面

積は半減 し,その影響は良好な漁場の消失に

も関連 している｡

(む 土壌問題 :乾季のはじめに塩分濃度が

高 くなり,終期には塩分が過剰になって,低

塩性樹種の生育障害となっている｡

これらの生態的条件下に,ガ ンジスデルタ

には表 2に示 したような四つの植生型がみら

れる｡ それぞれ呼称は異なるが,意味する内

容は同じなので,Blasco[1975]の分類にし

たがって各植生型の内容を以下にのべよう｡

(1) パ ックマンガルの相観と植物相

もっとも高い波が届 く高さ以上の内陸に,

不連続なかん木状のヤブとなって出現する｡

乾季にはうすい塩の層が地表面をおおう｡ よ

表2 ガンジスデルタの主な植生型
[Blasco1977]

｡uHi､Ll㌍ J_

1!塩 水 林

ChamplOn良
Seth[1968] Blasco[1975]
マングローブ ソ ッヾクマンガ
低木林 ､ル

マングローフ
柿 密生マンガル

3.中 塩 水 林 塩水混交林 :高密マンガル
. (Hertzz'era) (Hen't2'era)

4 淡 水 林 博 水混交林 ;
(Heritz'era)

ヤ シ 湿 地 VuhdOoesnaZX# a-
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くみられる植物は,Suaeda,Se∫uvz'um,He-

h'otropium などである｡ Aegz'ah'tt'srotundz'-

foh'a はここだけに出現する｡ もっとも内陸

にあるため土地改良をうけやす く,デルタ北

部に小面積が残存 しているにすぎない｡雨季

には雨水により Patnaiとよばれる品種によ

る稲作が可能である｡

(2) 密生マンガルの相観と植物相

水面より 3-5m の陸地をおおうマングロ

ーブである｡高い密度で-クタールあたり高

木 (樹高 10-18m)が12本,低木 (4-8m)

が440本, 4m以下 の地表木が2,200本みら

れ,インド全土に出現するマングローブの全

樹種がここに出現する｡ 出現頻度の高い順か

ら,Excoecarz'aagaZZocha,cm'oP∫decandra,

Sonnerati'aapetala,Avz'cennz'aspp.,Brugut-

eragγmnorrhz'za,XyZocarpu∫granatum,X.

moZuccen∫2'S,Aegtcera∫corm'cuZatum,Rhz'zo-

2horamucronataとなる｡Excoecarz-aagaZZo-

chaとSonneratz'aaPetaZaは優占すると純林

となるが,それらの純林が cm'op∫と Aegz'-

cera∫corm'cuZatum の混生する樹高 4mほど

のヤブに不規則に変化 したりして,一定 しな

い｡

Excoecan'aagaZZocha,XyZocarpu∫grana-

tum,X.moZuccen∫Z'Sは,つぎにのべるPhoe-

m'xpaZudo∫a 帯のまうしろの, 例外的な波

の時のみに沈む 3～5m の台地に生育する｡

Rhz'zophoramucronata,Bruguz'eragymnor-

rh'zaは,高波で毎日水をかぶる排水溝のふ

ちに出現する｡ cm'op∫decandra はもっと

も高い台地を占める｡ Sonneratz'aaPetaZaは

土が常に水につかっている緩斜面端にそって

生育する. イネ科の Portere∫3'acoarczataは

新 しい沖積層に定着 し,北デルタで多く,南

デルタにはまれである｡Avtcennz'aは生物的,

人為的障害の多い居住地域周辺に多い｡ニッ

パは前述の地殻変動と屋根ふき用の乱伐,磨

とムンチャックによる根の露出により絶滅寸
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前で,水辺に残存するのみである｡

(3) PhoenixpaZudo∫a帯の相観と植物相

デルタの水辺に必ず 出現する高さ 3～5m

の優雅なヤシで,土手にそって狭い帯状に分

布する｡ 茎が長 く水中にあっても生育し,土

壌表面の高塩分濃度にもたえうる特性をもっ

ている｡内陸-は 60km も入り,乾季に塩

分の高 くなる地域の土手にみられる｡群生す

るので大へん目立ちやす く,インドではベン

ガルデルタと西隣の Mahanadiデルタにの

みみられる｡

(4) Herz'tz'era と高木高密度マンガルの相

観と植物相

これはデルタのもっとも美 しい部分を形成

し,主としてバングラデシュ側に出現する｡

Hen'tz'erafome∫が樹高 30m に達する純林

をなす｡この群落はビルマのアラカン海岸,

テナセリウム地方でよく発達 している｡ この

樹種はひじょうに群生 し,からまりあった円

錐形 の呼吸根 をだす｡Bruguz'eragymnor-

rhtzaが混生することもあり,また時には下層

にミミモチシダが侵入することがある｡もっ

ともよい場所は若い河川の堆積の上で,かつ

海水の影響が適度にあるところ,すなわちや

や内陸よりの地域であり,デルタの南にはみ

られない｡インド側の西ベンガルのカルカッ

タ周辺に現在はこの樹種はみ られな いが,

5,000年前には優占していたということで あ

る [Mukherjee 1972]｡この樹種にはふたつ

の型があり, ひとつはデルタの頂部 にあ っ

て,川による淡水の供給が一定 してある汽水

域のもの,もうひとつはデルタの中央部で,

弱度な塩性土と高密マンガル帯との間の複雑

な漸移帯のものである｡前者の立地がこの樹

種本来のものであり,デルタを南下するにし

たがって Rhizophoraceaeが通するようにな

る｡

この樹種はベンガル語で くSundri〉とよば

れ, もっとも有用な樹種のひとつ で, 耐 水
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性,強度,仕上がり,耐虫性などすべてにす

ぐれており,それがために今世紀当初より過

伐の憂きめをみているのである｡

7. アンダマン･ニコパ ルのマングローブ

ベンガル湾上にうかぶ 200以上の島々から

なるこの地方には,19世紀 ごろまでほとんど

住民がいなかった｡調査も不十分であるが,

マングローブの面積はひろく,6,400km2 の

土地面積のうち 1,150km2 を占めている｡

保全状態はよく,帯状構造は Cauvery デル

タの Pichavaram のものと類似 している｡ す

なわち,Rh'zopAoramucronataがもっとも

多 く,それと平均樹高 10m ほどの R.apzl-

cuZata が水路の両側に厚い カーテンをつ く

り, 少 し中へ入ると Bruguz'era pare,zftora

と B.gymnorr/zz'za が優占し,後者は樹高

25m に達する｡ 下層には Cen'op∫tagaZが

みられる｡以上が沿岸を形づ くり,内陸へ入

ると Aegz'cera∫ corm'cuZatum,XyZocarpu∫

granatum が出現する｡

島と湾によって帯状構造と種類組成はまち

まちだが,ニッパはふつうにみ られ,Sonne-

71att'aapetaZa は出現 しない｡ 移行種として

は,Cerbera manghas,Herz'tzlerah'ttorah'5･,

BrownZowz'aZanceoZata,ScyPhlihora匂′dro-

2匂′7Zaceaなどがある｡

ⅠⅠ バングラデシュ

バ ングラデシュ側の Sundarbanマングロ

ーブは 60万haにおよび,世界最大の規模を

ほこっている｡インドの項でのべたようにガ

ンジス川が東方向へ移動 しているので,森林

は西方-いくほど,また海方向-いくほど貧

弱になり疎開 している [Ahmad 1980]｡ 主

な植生型は北東部分の淡水林,東部の中塩生

の森林と西部 (インド側)の塩生林にわかれ

る｡

淡水林では Hm'tz'erafome∫がもっとも重

要で,西方にいくにつれExcoecarz'aagaZZocAa

が重要になる｡ほかには Xy/ocarpu∫moZuc-

cen∫Z'5･,Brug･uz'eracyh'ndricaがある｡Son71e-

ratz'aca∫eoZart5･,Avtcennz'aoffz'cz●nah'S,ニッ

パなどは土手上によくみられる｡

中塩生森林では Hen'tz'eraは小さくなり,

Xylocarpu∫moZuccen∫Z'Sが多 くなる｡RAtzo-

2hora apz'cu/aza が南西方向の塩分の多い立

地に出現する｡

塩生林では Excoecarz'aagaZZocha と Ce-

rz'025･tagaZが主なもので,Phoem'xPaZudo5･a

がパ ッチ状に乾いたところに出現する｡

ⅠⅠⅠ ビ ル マ

ビルマについては,Stamp [1925]がビル

マ全体の植生型の中で記述 している｡すでに

インドの項でのべたように,Herz'zz'era の優

占するいわゆる Kanazo 林は,マングロー

ブのうしろにひろく分布 している｡ これは兵

のマングローブというよりは淡水湿地林の構

成樹種として考えることもできるので,ここ

ではあっかわず,別に淡水湿地林とのつなが

りの中でのべたい｡

ビルマの真性マングローブはイラワジデル

タではそれほど大きな面積は占めず,海岸や

タイダルクリークの土手にそって帯状に分布

する｡ Mergui半 島 でも同様 であるが,堤

所によっては広大な泥状 平面 を おおうこと

がある｡ 主な樹種は, Rhz'zophora mucro-

nata,R.apz■cuZata,SonneraziaaPetaZaであ

る｡ ひろいクリークの土手 に は Brugut'era

parmftora,Xyfocarpu∫obovata,Sonnerazz'a

atba,S.ca∫eoZarts が出現する｡ ニッパ も多

い｡これら以外には,cm'op∫decandraの純

林 と下層の低木に Aegz'ah'tzls rotundzfolz'a,

Acanthu∫l'h'clfoh'u∫のみられるタイプ,Ce-

rzop∫decandraとExcoecan'aagaZZochaの群

335



東南アジア研究 21巻3号

外洋面
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+Pandanu∫
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図2 ビルマのイラワジデルタ･マングローブのサクセッション
【Chapman 1976]

港,E.agaZZochaの純林などが出現する｡

基本的にはベンガルデルタからつづ く同 じ

系列とみられ,デルタの低木混交林にはベン

ガルでみられた PAoem'xpaZudo∫aも出現す

る｡Chapman[1976]はイラワジデルタのサ

クセッションを図2のようにまとめている｡

ⅠⅤ タ イ

タイのマ ングローブ面積は 164,539ha と

推定され,このうち4/5はインド洋に面する半

島部の西海岸に,残 りの 22,780haはタイ湾

の東海岸,6,580haが同じくタイ湾の西海岸

にみられる[Aksornkoae 1975]｡この中でも

っともよく発達 しているのは,インド洋に面

する半島部の西海岸一帯の Ranong,Phang

Nga,Krabi,Phuket.Trang,Satunの各州

にまたがって連続 して分布するマングローブ

である｡

構成樹種はマレー半島とほぼ同じものが出

現 し,やはり Rhizophoraceaeの仲間がもっ

とも優占する｡Banijbatanal1958]によれば,

14科34種のマングローブ植物がみられ,その
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うち10種を Rhizo-

phoraceaeが占めて

いる｡海側から内陸

にむかって,つぎの

ような帯状構造がみ

られる｡

(∋ もっとも海よ

りで強い風波にさら

され,塩分濃度の高

い条件下 に, Avt-

cennz'a offt'cz●nah'S,
Sonneratt-aaZba,S.

ca∫eoZan'S が出現す

る｡基質に関 しては,

Av2'cennz'a の方 が

Sonneratz'aよりもか

たい場所に生育する｡

(参 Avz'cennta-Sonne71atZ'a帯のうしろで,

暗色のかたい土壌には Bruguz'eraり′h'ndrica

が純林状態で連続 してみられ,時折,Rhizo-

Phoraが混生する｡ しか し,砂州ではこのタ

イプはみられない｡

(争 主に湾部のふつうの高潮で浸水する場

所には, Rh'BrOPhora の優占する分布帯があ

る｡Rh'zoPhoramucronataはマ ングローブの

外縁部の塩水条件下で風波にさらされるとこ

ろに多 く,a.aPz'culataはより乾いた川の土

手などにみられ,分布面積はひろい｡随伴種に

は Bruguz'eracyZindrtca,XγZocarpu∫grana-

1um,X.moZuccen∫3'Sなどがある｡

(む さらに内陸側ではかたい粘土基質とな

り,高い潮のみで浸水 し,淡水がかなりまざ

って くる｡ ここには RAz'zoPho71a aPz'cuZaza,

Bruguz'eragγmnorrhz'za,B.∫exanguZa,B.

cyh'ndrz'ca,XyZocarPu∫granatum,CertoP∫

tagaZなどがみられる.

⑤ もっとも内陸側はシル トと壌土の堆積

によって地面が上昇 し,もっとも高い高潮で

も届かないくらいになる｡ そこはすでに内陸
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性の多雨林 との移行帯であり,陰樹が多 くな

る｡主要樹種には XyZocarPu∫gra71aZum,X･

moluccen∫zls,Znt∫Z'abzj'uga などがあげられ

る｡ニッパはこの周辺部やさらに乾いた立地

に出現する｡

Ⅴ ベ ト ナ ム

ベ トナムについては,南部ベ トナムでの枯

葉作戦のその後の状況についての報告が,い

くつかでている｡ その中で,ここでは Ross

[1975]を中心にのべたい｡

ベ トナムの マングローブ については Vu-

Van-Cuong[1964]の研究にくわ しく,1944

年当時で マングローブ面 積は 250,000haと

推定 している｡ CaMau半島に 150,()00ha,

RungSatに 40,000ha,その他 20,000ha,

中部, 北部ベ トナム 40,000haである｡ そ

のほかの推定 の レンジは, マングローブ と

Melaleuca林をあわせて,370,000-620,000

haのひらきがある｡

構成樹種は40種を数え, Avz'cenm'a,Bru-

gut'era,Cerz'op∫,Rh'zophora,Sonneratz'a が

重要である｡ パイオニアとしては Avz-cenm'a

aZbaが新 しい泥に,Sonneratz'aaZbaが深 く
柔 らかい泥や湾の土手に出現 し,Rh'zoPhora

も場所によってはパイオニアと な るo Cerz'-

oP∫7agaZは土手に,Bruguz'eraparvlflora,

Rh'zoPho7TaaPz'cuZataは土が堆積するに伴 っ

てAvz'cenm'aのあとに出現する｡ Rh'zophora

mucronata は Sonnerazz'a の生育地域に稚

樹が活着 して生活圏をひろげて い く｡ Sonne-

ratz'a ca∫eoZarz'5･とニッパは汽水の川の土手

にみられる｡ Lumnt'tze71a h'ztorea,PAoem'x

PaZudo∫a, ミミモチシダはマングローブ林内

とその後方にでる｡ 全体的には,マングロー

ブの2/3を Rh'zophoraと Bruguz'eraがおお

っている｡ 淡水湿地林は MelaZeuca Zeuca-

dendronが優占する｡

これらのマングローブ林 の36% にあた る

約 100,000ha と,淡水湿地林の14%にあた

る 26,000ha に, 1965年から1971年の間に

71,358klの 2,4-D,2,4,5-T,ピクロラム,

カコジル酸系統の除草剤が単独または混合物

として散布された｡

これ らの結果, XyZocarpu∫,Rhl'zopカora,

Sonneratz'a,P/zoem'x,Sり少hzj,/10ra などは

28.41/ha の散布量で,致命的となった｡ 強

いものは ミミモチシダで,Ayz'cenm'a も残存

した｡ ヤシの Phocm'xpaZudo∫aは,一旦や

られるが回復 もはや く,結果的に生存率は高

い｡
相観的にみると散布前 とあとでは,たとえ

ば Rung Satでは,55%の占有率を占めて

いた マングローブが15%にへ り,2.3%の裸

地が34.6%に増加 した｡さらにヤブや草本植

生の面積もふえた｡ ミミモチシダはかつては

耕作地やヤブ,草本群落であったところに散

布後侵入 して,耐性の強いこ とを示 して い

る｡

また,CaMau 半島ではもともとほとん

どがマ ングローブにおおわれ,特に,RAz'zo-

Phoraapz'cuZataの純林に Brugul'eraparvz'-

Poraがまじり,樹高 30m,直径 1m に近い

ものもあった｡新 しい沈澱地には Avz'cenm'a

aZba と Excoecarz'aagaZZochaがパイオニア

として生育 していた｡これ らのマングローブ

は散布の結果,52%が裸となった｡

これ らの回復状況については,一部天然更

新をしている Rhz'zophoraや Bruguz'era な

どもみ られる｡ しか し,周辺の水分状況,土

壌,カニの存在,母樹,椎樹の存在などの諸

条件により,一般化はむずか しく,またそれ

だけの調査記録 もない｡ しか し,自然に放置

しておいて簡単に回復することは期 待 で き

ず,少な くとも数十年は要するであろうと思

われる｡自然更新の可能なところはよいが,

そのはかの地域では当然人工造林が考えられ
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る｡ RhizoPhoraaPtcuZataは 1年で 1m に

生長する｡ ヘ リコプターからポット植えの椎

樹を落下さすというあらっぽい方法も実験さ

れているらしいが,手植えの Rh'zophoraや

CertoP∫ などは湿地で80-85%,高みで50-

66%の活着率であ るか ら,十分将来性 が あ

る｡ さらに, ミミモチシダでおおわれたとこ

ろなどは水田,農地,牧地,魚池などに転換

する必要があるだろう｡

ベ トナム南部のマングローブは,この地球

上でもっとも愚かな人為障害をこうむった貴

重な例である｡愚挙をくりかえさないために

も,長期にわたる地道なデータのつみかさね

が必要であろう｡

ⅤⅠ 中 国

東南アジアか ら北上 した中国の海岸地嵩に

も,マングローブはみ られる｡Shao-Ye[1980]

によると,北緯18-27度のモンスーン地笛に

分布 している中国のマングローブは,つぎの

3地域にわけられる｡

① 海南島地区 :もっとも密で種類も豊富

である. 主要樹種は RhizoPhora aPz'cuZata,

Brugul'era∫eXanguZa,B.cyh'ndn'ca で,ほ

かには,Lumnzltzerah'tlorea,Sonneratiaca-

∫eoZan'S,ニッパがある｡

① 熱帯大陸海岸 と台湾の南西海岸 :かん

木が多 く,6-10種み られ,主なものはKan-

deh'acandel,Rh'zoPhora∫tyZo∫a,Bruguz'era

gγmnorrh'za,Rhz-zophora mucronata であ

り,ほかに Aegicera∫corm'cuZatum,Avz'cen-

niamartnaが出現する｡

③ 福建州海岸 と台湾の北西海岸 :かん木

が多 く,4種以下で,Kandeh'acandeZ,Aegi-

cera∫ corm'cuZatum, Avz'cennz'a man●na,

Acanthu∫th'czfolz●u∫がみられる｡

中国全体でマングローブは40種以上が数え

られ,その85%はインドシナやフィリピンと

338

共通である｡ 群落型としてはつぎの9型が識

別できる｡

(∋ Aegtcera∫cornicuZatum 群落

(勤 Avz'cenm'a marina-Aegz'cera∫corni-

cuZatum ##

(参 Sonneratz'aca∫eoZan'S群落

(も Kandeh'a candeZ-Aegzlcera∫ cornz'-

cuZatum ##

⑤ Rhz'zophora aPz'cuZata-Cen'op∫tagaZ

群落

(◎ Bruguz'era ∫exanguZa-B. gγmnor-

rhz'za群落

⑦ Bruguz'era∫tyZo∫a群落

(塾 Excoecarz'aagaZZocha-Hz'biscu∫tth'a-

cezL∫群落

(9 ニッパ群落

これらのうちもっとも北までのびているの

は Kandeh'acandeZで,最近 CertoP∫tagaZ

の造林に成功 している｡

ⅤⅠⅠ フ ィ リ ピ ン

フィリピンのマングローブ面積は1900年代

のはじめには500,000-400,000haあったと

されるが[Brown&Fischer1920],1976年の

推定では 251,577haとなっている [Pollisco

良 Arroyo 1977]｡ さらに1979年の林業統計

では 245,000haになっており,そのうち森

林部分は 218,000haである｡10万ha台の

別の推定 もあるが,筆者が ミンダナオからル

ソンまで観察 した結果からも,大面積の林分

はわずか しか残っていず,かなりの部分が魚

池になっている印象をうけた｡

構成樹種については Fernando&Pancho
[1980]がまとめている｡ これによれば39種と

1変種をマングローブとしている｡ もっとも

海よりに優占するのは Avz'cenm'aと Sonne-

ratz.aである｡ これらとともに0∫borm'aoclo-

donta が出現 し純群落 を形成 する｡Rhizo-
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表3 フ ィ リピ ンのマ ングローブ樹種の特徴 LFernando良 P ancho[1980]をもとにまとめる)

生 育 環 境 な ど

砂地

呼吸根,海岸泥地,河口の
土手

呼吸根,海岸泥平地,まれ,
ダパオのみ

呼吸根,泥海岸,潮汐のあ
る河川,やや多し

呼吸根,泥海岸,潮汐のあ
る河川

呼吸根,内陸のかたい泥の
川土手,外洋面にはまれ

内陸川土手の縁辺木

内陸周辺木,川土手または
海岸にも出現

マングローブの内陸端,潤
汐のある河川周辺

マングローブ後背地の重く
かたい泥

湿地の乾いた内陸部,時に
砂地

マングローブの境界,やや
まれ

端

湿地の内陸端または砂地

湿地の内陸端,かたい泥ま
たは砂地

内陸伐開地の乾燥土,また
は砂地の境界

海岸近 くの砂地の周縁木

海岸にそった周縁木

砂海岸の周縁木

砂海岸の周縁木

周縁木,ふつう内陸種

潮汐のある河川周辺

外洋面の周縁木

内陸部運河ぞい,または砂
地

内陸部運河ぞい,砂利海岸

砂または砂利海岸, Avt'-
cenm'a,Sonnerazz'aと随伴

かたい粘土に多い,海岸種
のうしろの内陸部

内陸部の重くかたい粘土

科 ! 種

A pocynaceae ;Cerberamangha∫L.
Avicenniaceae ･Avz'cennia albalil.

1

∃Miq･
l

LA･marina(Forsk･)Vierh･

庵 慧iieV,芋.BraukmhPhia"a
;A10#cinalt∫L･

Barringtoniaceae唐 :lingBocn.iarare-osa(L･)

Bignoniaceae

Bombacaceae

Caesalpiniaceae

Celastraceae

Combretaceae

Euphorbiaceae

Fabaceae

Lyth raceae

Malvaceae

Meliaceae

Myrsinaceae

Myrtaceae

Bungalon-puti ヰ ～大木

Bungalon 小木

Piapl 小木

･Api-apl L中木

Putat ･小木

Dolichandronespalhacea(L雪 Tui ･小木K.Schum.

cy710metraramZfloraL. :Balitbitan 小木

l

をca∫∫inem'burmfoZta(Juss.) iJoloSaffranhout…小木
DingHou

Lumnitzeralz'tlorea(Jack)
Voigt

I.racemosaWilld.

Excoecan'aagaZZochaL.

GZochidionZizloraZeBlume

座 ongamia〆nnata(L.)Pierre

とPemp/lisactduZaJ.R.良G.

iHt'bi∫cu∫ziliaceu∫L.

ThesPe∫iapoptdnea(L･)Sol･
;exCorr.

1

堤 ;loo:au,lpn::i;e,sa'n:慧 )KK.oesi71●

:Aegicerascorntculatum (L･)
弓BIc｡.

1

/A･fZoridumRoem.&Schult･

l

Rhizophoraceae iBruguieraり′lindrica(L･)
弓Blume

I

.A gym norrhiga(L.)Lamk･

Tabau 庫～大木L毒 手にそって湿地の内陸

.Kulasi . 小木

:Kayong 小木

ll :Saging-saglng 小木

Pototan-1alake 中木

芸:雲rvdfffOfTa(Roxb･)W･良 iLangara i 〔～中木】監既 ToA誤 読 の平地,
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料

Rubiaceae

Sonneratiaceae

Sterculiaceae

Tiliaceae

種

B.SexanguZa(Lour.)Poir.

Ceriop∫decandra(Griff.)
DingHou

C.lagaZ(Perr.)C.B･Rob.

RhizoPhoraapicuZataBlume

a.mucronazaLank.

a.styZosaGriff.

Sり少h車hovahydrop々γZZacea
Gaertn.∫.

SomeratiaaZbaJ.Smith

Fie;;sl?eO,ZaarlZ;":a三isEn,grl;and.
】exW.Ait.

iB,ownZowl･aZa,lCeOlazaBenth.

地 方 名 i

Pototan

Malatangal

Tangal

Bakauan-1alake

Bakauan-babae

Bangkau

Nilad

巨Pagatpat
r

lDungon-late

pAoraは潮によってもっとも深 く浸水する湿

地や, 水路にそい, さらに内陸-とひ ろが

る｡ Sり少hihora hydrop匂′ZZacea が随伴す
る｡ しか し,Rhtzopho71a∫ZyZo∫aは砂または

海に面 した岩石地に近いところに出現する｡

内陸マ ングローブには Bruguz'era,Ceriop∫,

Lumnz'tzera,Aegicera∫,Camplo∫temonPh'-

/妙 Z̀nen∫e,Excoecarz'aagalZocAa,Hen'ttera

h'tlorah'S,Cerbe71amangAa∫がみられる. マ

ングローブ林 と低地林の境には,GZochz'dz'on

h'tloraZe,Htbzlscu∫zz'h'aceus,ThesPe∫3'apoPu-

Znea,T.poPuZneoz'de∫,Barn'ngtonz'aracemo∫a,

Doh'chandronesPathacea などが生育する.

フィリピンのマ ングローブ樹種を表 3にま

とめた｡

ⅤⅠⅠⅠ マ レ ー シ ア

1. マレー半島

マ レー半島のマ ングローブは,東南アジア
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生活型 i 生 育 環 境 な ど

申木

小木小木

中木中木

小木

小木

中木

小木

中木

"aragomon書小木

内陸部のややかたい泥

潮汐のある河川の河口,内
陸部の泥土,C.tagalより
少ない

潮汐のある河川の河口,内
陸部の泥土

支柱根,深く,柔らかい潮
汐のある泥上に多し

支柱根,潮汐のある河川の
土手,湾に多し,内陸には
まれ

支柱根,砂海岸,外洋面の
サンゴ礁台地

川土手のかたい泥か砂土

呼吸根,深く柔らかい泥で,
塩分の少ない部分,ゆるや
かな川と湾

呼吸根,潮汐のある河口,
岩石,砂地,泥土

内陸部,時に境界の乾燥土

砂海岸またはニッパ群落内
の周縁木,ややまれ

の中でももっともよ くしらペ られている｡マ

ングローブをあつかった書物には必ず引用さ

れるW atson[1928]の著作は,数多い文献の

中でも代表的なものであり, これほどくわ し

く, かつ わかりやす く論 じたものは古今 を

通 じてない｡ ここでは, かれの仕事 を基礎

に,マ レー半島のマ ングローブについてのべ

た い｡

(1) 潮位による5段階地区

潮位の高低によって浸水する地域を 5段階

に分類する｡ これを W atsonの Ⅰnnundation

Classと称 し,以後 W IC で略称する｡

(∋ すべての高潮で浸水する地区

(参 中位の高潮で浸水する地区

⑧ ふつうの高潮で浸水する地区

(彰 春の潮で浸水する地区

(む 彼岸の高潮などの例外的な潮でのみ浸

水する地区

この分類は海岸か ら内陸側へ順次移動 して

い く順番を示 している｡①は連日完全に浸水
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するような地域であり,海に面 した地域では

たいていやせた土壌となる｡ マングローブ植

物は生育 しないo⑧は Am'cennz'a aZba,A.

marina,Sonnerazz'aalba などが生育する地
区である｡ 中位 とあるのはマングローブのよ

り低いめの部分のことで,浸水がそれよりも

奥へはおよばない地域である｡ ③のふつうの

高さとは,マングローブのかなりの奥まで入

るが最高潮位点までほ達 しない地域をあらわ

している｡この条件下にはほとんどの樹種が

生育可能で,特に Rhz'zophoraが優占する.

Rh'zoPhoramucronata は川ぞいやかたい土

にみ られ,よく cm'op∫zagaZが随伴する.

Rh'zophoraapiculataは純林をつ くる｡ Xy-

ZocarPu∫g7Tanatum は砂質土を好む｡ Bru-

guieraparmfZora は Rhz'zophoraと混交す

る. Sonneratz'aaZba は生育するが更新はみ

られず, ミミモチシダはそれほど旺盛にはな

らない｡

④は Rhz'zophoraにはやや乾 きすぎの条件

になり,BruguiTeragymnorrhz'zaがとってか

わる｡更新は ミミモチシダがさまたげる｡土

壌が特にかたいところでは Bruguz'eracyZtn-

dn'caが密な純林をつ くる｡ Bruguz.eraparvz'-

,Coraは排水 の よい川 ぞ い にみられ,時に

B.∫exanguZaがわずかに混交する｡XyZocar-

pu∫granazum は軽い土壌によく出現 し,X.
moluccen∫2'S はつぎの⑤級の境界付近にみ ら

れるoLumnz'tzerahlzloreaはここで最大にな

る｡

⑤は Bruguz'eragymnorrhz'zaが成立し,

下層には ミミモチシダ が密生 す る｡ a/zz.zol

PhoraaPl'cuZata,XyZocarpu∫molucce71∫2'Sな

どは点状に散在するにすぎな い｡形 の よ い

Znt∫Z'abグugaや,着生の Fz●cu∫属やつる植

物がよくみ られるようになる｡ OncoJ･Perma

fz'Zamento∫um は最高潮位のさらに上部に純

林を形成する｡ ニッパ造林がもっとも成功す

るのはここで,かたい土が好ま しいとされて

いる｡

以上のべたように,各浸水域にはそれぞれ

生育する種がほぼきまって くる｡ Watson の

分類は,それまでの単なる種の分布の記載と

は異なり,潮位というマングローブにとって

もっとも重要な要素を根本においた,一時代

を画するものであった｡ その後 の主 な研究

も,すべてこの仕事に基礎をおいているとい

っても過言ではない｡林業関係での著作は数

多いが,種についての記載はWatson以外で

は,Wyatt-Smith[1953;1954;1960]の一連

の仕事がある｡

(2) 五つの森林型

樹種の分布を決定する要因として Watson

揺,浸水の頻度,排水,土壌の性質,没地の

年代,海の浸食と堆積作用,開発に伴 う条件

などをあげている｡ これ らの諸要因が相互

に,あるいは単独に作用 して樹種の分布がき

まり,帯状構造が形成されていく｡マ レー半

島には,つぎの五つの森林型が,海よりから

内陸にむかって識別できる｡

① Api-api-Perepat型 (AvZ'cennt'a-Son-

neratz'aaZba)

⑧ Berus型 (Bruguz'eracyZtndn'ca)

⑧ Lenggadai型 (B.parvzflora)

④ Bakau型 (Rh-zophoraspp･)

⑤ Tumu型 (Bruguz'eragγmnorrhtza)

これらの相互関係は,まず(丑が(勤のための

土壌をつ くり,(勤は海に面 した側にのみみら

れる,(釧まほかの樹種も多 く出現 し,(もにつ

づ く,④は③とともに徐々に消滅 していき,

⑨が内陸林-移行する,というこ とが で き

る｡

① Api-api-Perepat型 (Avzlcenm'a-Son-

neratz'aaZba)

これには二つの亜型がみられる｡

④ 浅瀬型 :海上に砂の堆積や付着体がで

き,本土とつながらないもので,島状に森林

をつ くる｡
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⑥ 付着成長型 :川または山からの雨水に

より運搬されたシル トの堆蔵などによって,

既存の森林の海側に付着 したもの｡

両亜型ともふつうは Api-api(Avz'cenm'a)

が最初に定着するが,泥が深 く,有機物に富

むところでは Perepat(Sonneratz'aaZba)が

まず侵入する｡堆積土がかたい粘土状のもの

の場合には, Avz'cenm'a につづいて Berus

(Bruguz'eracyh'ndrz'ca)が侵入 してくる｡一

方,Perepatの方は Bakau.Kurap(Rh'zo-

2horamucronata) によってひきつがれ,土

壌がよりよい場合には Berusが随伴する｡

浅瀬型の典型は PortSwettenham 付近で

み られる｡海流と潮の流れが一定 し,大量の

砂土を堆積 し,海上に帯状になる｡ 低い潮位

では連なり,高い潮位では島々となる｡ 中位

の高潮でほぼ完全に沈むが,小さな潮の場合

はかぶることがないので植生がみられるので

ある｡ Avz'cenm-aman'naが単独に生育する

ところは,土壌は比較的かたく歩きやすい｡

一方,AvzlcenntaaZbaとSonneratz'aatbaが

優占するところは泥は黒色となり,ひじょう

に柔 らかく歩行困難であり,腰から胸までも

ぐることもある｡

付着成長型は,浸食のおこっていない西海

岸では,どこでもみられる｡ Perepatは川の

影響下にあるところ以外は出現 しない｡外洋

面には Avz'cennz'a man'na が優占群落をな

し, 徐々に Berus(Bruguz'eracyh'ndn'ca)

の純林に移行 していく｡ 柔 らか い泥上 には

Avzlcenm'a aZba が優占する｡ この種は川の

影響下にあることが生育条件となる｡Avz'cen-

m'a の2種は同じ属であるが,生育条件はこ

のように全 く異なっており,地域による両種

のすみわけ具合も複雑である｡ しか し,基本

的には上にのべた条件を満足することで理解

できる｡

② Berus型 (Bruguz'eracyh'ndn'ca)

この型がでるのは中位の潮汐の届 く上で,
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春の大潮の前後にのみ浸水す る ところで あ

る｡ ここではふつう表面に水はなく,数セン

チの粗腐植がみられる｡水の欠乏により浅い

亀裂を生 じることもあり,河川はなく,表面

排水だけで海や内陸側の河川に排水される｡

かたい粘土に膝型の呼吸根が多 く突出するの

で,高い潮以外の時は比較的歩きやすい｡

I3erusは付着型の Api-apiと随伴するか,

または Api-api のうしろによく純林を形成

する｡西海岸ではこのタイプと Api-api か

ら Rhz'zopAora-移行する部分がある.東海

岸には Berusはほとんどみられない｡

土手上の Berus は根系がよく発達 し,呼

吸根がよく発達する.一般に,Berusの林分

はひじょうに高密で自己間引き型の林分をつ

くる｡また,この林分の成立する粘土は緊密

なために,樹体は呼吸根に依存する割合が高

い｡ したがって,長期 間 の浸水状態にはた

えきれなくなって窒息死する例などもあり,

Trong 島の中心部では 40ha にわたって枯

死 した｡

この型の林はゆっくりと海側にむかって発

達 し,陸側は Rhz-3ophoraにかわっていく.

動いていくのはシル トであって,腐植層は残

されてさらに厚 くなり, 排水状況 もよ くな

り,土壌に空隙もできて Rh'zoPhoraの生育

に好ましい条件ができあがっていく｡つまり

この型は,海に面 して堆積活動のおこってい

るところでは,Rhz'zophora の前任者 となっ

ている｡

③ Lenggadai型 (Brugui'eraparvzftora)

オポチュニス トとよばれるもので,Rh.20-

phoraの優占するところにはどこでも生育で

きるし,土手上の過伐地にも侵入する｡生態

的条件は Rh'zoPhoraと同じだが,それより

もややかたい土で,より浸水の頻度が高 く,

排水のよいところを好むとされている｡

Berusよりも R/zz'zophoraとともによく出

現 し,マングローブの中ではもっとも小型の
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ものである｡湿 った土地では純林 となるが,

生長はおそ く, しかも短命で純林 となっても

40年 ももたない｡燃材 としても下等なので一

般には不要種とみられるが,Rhz'zoPhora の

苗床としての意味は大きい｡Rhz'zoPhora と

混交させ,40年伐期で回転させていくことが

できる｡ビルマのテナセ リウムでは,この樹

種が以前に有用マングローブの生育 していた

地にいちはや く侵入 し,Rhz'zoPhora の更新

をたすけて,継続的に収穫することができる

といわれている｡

(彰 Bakau型 (Rhz'zophoraspp.)

ふつうの高潮で浸水 し,すでに先駆種によ

って土壌状態 もよくなって,暗色で有機物に

富み,細かい砂がまじって通気 もよい立地に

みられる｡種子の散布をたすける小河川 も多

くなる｡ エビによる土塁によって通気はさら

によくなっている｡ WIC3の大部分 とWIC

2,4のかなりの部分がここに含まれる｡

マレー半島では Rhizophoraapz'cuZata の

方が R.mucronataよりも大面積を占めてい

る｡ 後者は河川やク リーク周辺,より湿 った

ところに多 く出現 し,浸水の少ないところに

はない｡それはおそらく大きな種子によるも

のと思われる｡ 支柱根は砂,浅い不良土,潔

く浸水するところなどでもっともおもしろい

形態を示 し,好条件下ではそれほど目だたな

い｡

Bruguieraparvzftoraが随伴 し,XyZocar-

pu∫granatum もよく混交するが,その浅 く

ひろい板張りが Bakau の更新をさま た げ

る｡古い Bakatl林では下層に ミミモチシダ

がみ られ,特に砂土にはエビの土塁がある｡

そこにはシダが根づき,更新のさまたげとな

っている｡

(9 Tumu型 (Bruguz●eragymnorr/行za)

海岸林のもっとも内陸側の最終段階に出現

する｡これを境にして内陸型の森林がはじま

る｡ もっとも長命で,かつ もっとも大型であ

る｡ 耐陰性で,散在 しており,種子は短 く,

どこ-でも散布される｡ Bakau 林の林床が

暗すぎる場合には Tumu が侵入する｡ この

椎樹は他種の稚樹を駆逐 していく｡ 種子は若

い時期から大量に生産されるが,母樹の下で

再生されることは少ない｡別名カッコ一種と

よばれるのはそのことを意味 している｡ 伐開

した跡には周辺の異樹種が更新 して くる｡

乾燥 した地区で の Tumu の更新 は困難

で, ミミモチシダがす ぐに侵入 して くる｡ 林

床は有機物とェどの活動で徐々に上昇 し,逮

にはもっとも高い潮位でさえも届かぬ高さに

なる｡ そうなると XyZocarpu∫ moZuccen∫ts,

/nt∫Z'abzj'uga,Fz'cu∫retu∫a,Pandanu∫spp.,

Daemonorop∫7eploPu∫ などの内陸性樹種が

侵入 して くる｡農地化がさらに拍車をかけて

内陸化が促進されているのが現状である｡

以上,マ レー半島のマングローブについて

Watsonにもとづいてのべた｡ これらの林相

は主に西海岸の Matangと Klangに大きな

規模のものがみ られる｡東海岸にはマングロ

-ブは発達 しない｡

2. サラワク

サラワクのマングローブについては Chai

[1974;1975(a);1975(b)]などによくまとめ

られている｡ マングローブ面 積 は 171,600

haにおよび,うち40,400haが森林局の管理

下におかれている｡第 Ⅰ地区の Sarawak川,

第Ⅵ地区の Rejang川,第 Ⅴ地区の Trusan

川にもっとも規模の大きなものがみられる｡

幹周囲 15cm 以上になるマングローブ樹種

は40種を数え,そのうち10種がサラワクのマ

ングローブを特徴づけているO群落型 として

は九つの主要なものと七つのより小さな亜型

が識別される｡

① Perepat林 (Sonneratz'aaZba)

① Api-api林 (Avz'cenm'aspp.)

③ Berus Lenggadai 林 (Bruguz'era
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2arvZftora)

(彰 BakauMinyak林 (Rhz'zophoraapz'cu-

Zata)

⑤ BakauMinyak-NyirehBunga林 (a.

apz'cuZata-XyZocarpu∫granatum)

⑥ BerusKurong林 (Bruguz'eragymnor-

rhz'za)

@ BerusPutut# (B.SexanguZa)

⑧ Buta-buta林 (Excoecarz-aagaZZocha)

⑨ Apong湿地林 (NyPafruttcan∫)

(より小型のもの)

⑳ Nibong林 (OncosPermatをZ'ZZan'um)

⑪ BakauKurap河辺林 (Rh'zopho71amu-

cronata)

⑩ Pedada河辺林 (Sonneratz'aca∫coZarz'S)

⑬ BakauMinyak-Berus群集 (Rh'zo-

2Aoraapz'cuZaza-Bruguz'eraspp･)

⑭ Berus-BakauMinyak-NyirehBunga

群落 (Brugu3'e7Ta-Rh'Bl04horaaPz'cuZata

-XyZocarPu∫granatum)

⑮ Nyireh Bunga-Berus-Bakau Mi-

nyak-Buta-buta群落 (X.granatum-

Bruguz-era-Rhz'zoPhoraapz'cuZata-Ex-

coecan'aagaZlocha)

⑬ Dungun-Putut-Buta-buta群落(He-

riTIz'erah'tlorah'S-Bruguiera∫exanguZa

-Excoecarz'aagaZZocha)

各森林型の内容は以下のようにまとめるこ

とができる｡

① Perepat林 (Sonneratz'aaZba)

立地 :河川湾や,海岸ぞい,内陸河川合流点

基質 :新 しい泥,シル ト状泥,砂泥

WIC:1-2,パイオニア

樹高 :9-12m,古いもので 15-18m

林相 :疎閣林,下層なし,純林をなす

分布 :大量に出現するが,ひろくはない

随伴種 :Avicennia,Rhz'zophoraapz'cuZazaの

椎樹以外下層なし

更新 :新 しい泥平地に椎樹密
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@ Api-api～ (Am'cenm'aspp.)

立地 :Ayz'cennz'aaZba は湾,泥海岸に, A.

man'naは海岸

基質 :A.aZbaは泥,A.marz'naは砂質粘土

WIC:1-2,(-3)

樹高 :A.aZba15m,A.marina18m

林相 :純林 (A.aZba), 疎開林 (A.marina)

分布 :大量に出現するが,ひろくはない

随伴種 :KandeZiacandeZ,Aegicera∫cornz'-

cuZatum,Rhz'zoPho71aaPz'cuZaza,Bruguz'cra

Spp･

更新 :柔 らかい泥上,パイオニア

③ BerusLenggadai林 (Bruguz'eraparyi-

Pora)

立地 :Api-api帯のうしろ,内陸の高みにも

出現

基質 :柔 らかい土壌

WIC:3,Api-apiが潮をさえぎるところ

樹高 :9m,内陸になると 21m に遷す

林相 :密,純林率 50-90%

分布 :純林としてはひろくない

随伴種 :RJez'zoPhora ap2'cuZata,BruguZ'era

gγmnorrhtza,XyZocarpu∫granatum,He-
n'zz'e71ah'ttorah'S

更新 :林内疎開地または運河ぞいに密生

④ BakauMinyak林 (Rh'302horaapz'cu-

/ata)

立地 :潮汐の出入 りの頻繁なところ

基質 :砂質粘土,柔 らか くくだけやすい土性

WIC:2-3,(4)

樹高 :18m,幹周囲 45-60cm

林相 :純林 (20-30本/チェー ン2), 同齢林

分布 :かなりひろい

随伴種 :Bruguieragγmnorrh'za,XyZocar-

Pu∫granatum,Nypafrutz'can∫

更新 :倒木跡地,川土手に豊富

① Bakau Minyak-Nyireh Bunga 林

(Rh'zophoraapz'cuZata-XyZocarpu∫gra-

natum)
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立地 :Rh'zophraaPz'cuZata-Bruguz'era∫e-

xanguZa,Excoecarz'aagaZZochaへの漸移型

基質 :浅い粘土,または砂質粘土

WIC:3′～4

樹高 :15--18m

林相 :NyirehBungaが20-50%を占める混

交林

分布 :Rejangデルタに多 し

随伴種 :Bruguieragγmnorrh'za,B.parvz'-

j7or(I

更新 :稀少,土手にのみ局限

⑥ BerusKurong林 (Bruguteragγmnor-

rhz'za)

立地 :Rhz'zoPhoraapz-cuZataのうしろ
基質 :かたい暗茶色の砂質粘土,壌土

WIC:3-4

樹高 :18-21m

林相 :混交林

分布 :ひろい面積を占める

随伴種 :a.apz'cuZata,NyPafrutz'can∫,ミミ

モチシダ

更新 :不良, ミミモチシダが妨害する例多 し

① BerusPutut林 (Bruguz'era∫exanguZa)

立地 :泥炭湿地林周辺部,ニッパ林内

基質 :半分解の有機物に富んだ泥炭

WIC:4～5

樹高 :7-17m

林柏 :一層林,不均質樹冠,純林に近い

分布 :ひろくない

随伴種 :RhizoPho7Ta aPz̀cuZata, Brugut'era

gγmnorrhz'za, ミミモチシダ, Pandanu∫

affz'nz'S

更新 :貧弱,稚樹は泥炭林周辺に出現

⑧ Buta-buta林 (ExcoecariaagaZZocha)

立地 :内陸性で高みの川や運河の土手

基質 :かた くしまった壌土

WIC:5

樹高 :10-14m

林相 :70%の純林率,クランプ状に生育

分布 :広大な林分が Rejang,LobaPulauに

ある

随伴種 :Rhz'zophora apz'cuZata, Bruguz'era

gγmnorrh'za,B.parvzfZora,Cen'op∫tagaZ,
Hen'zz'erah'tlorah'S

更新 :Bruguz'eraの伐採跡に多 し,新芽力強

し

⑨ Apong湿地林 (Nypafrutz.can∫)

立地 :上流の運河土手ぞい,他型中にも出現

基質 :粘着性の粘土で,内陸部ではややかた

い

WIC:4

樹高 :10m

林相 :純群落中に木本が散在する

分布 :サラワクのマングローブ面積の20%

随伴種 :Avz'cenm'aspp.,Rht'zophoraapz'cu-

Zaza,Bruguz'eraspp･,Hertzz'eraspp･,Ex-

coecan'aagaZZocha

更新 :種子や成熟体が水で運ばれ活着更新

⑩ Nibong林 (OncospermatなZ'ZZarium)

立地 :淡水または泥炭湿地林-の移行帯

基質 :かた く乾いた土手

WIC:5

樹高 :21m

林相 :クランプ状に数本か ら十数本の幹が林

立

分布 :第 Ⅰ,Ⅲ区に多い

随伴種 :Herz'tz-erah'tlorah'S,Doh'chandrone

spat/zacea,PZanchoneZZa obovata,Panda-

nu∫affz'm'Lr

更新 :母樹周辺の種子更新,栄養繁殖 も豊富

⑪ BakauKurap河辺林(Rhz'zophoramu-

cronato)

立地 :河口のうしろの川土手や内陸部

基質 :新 しくつ くられた泥

WIC:2

樹高 :8m

林相 :1, 2本の狭い帯を川筋につ くる

分布 :狭
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随伴種 :特になし

更新 :新 しい泥上

⑫ Pedada河辺林 (Sonneratz'aca∫eoZan'S)

立地 :内陸に入った川の土手,塩水限界まで

基質 :新 しいシル ト状の泥

WIC:2

樹高 :6/-8m

林相 :幅が狭 く,長い群落

分布 :第Ⅵ区の Daro近 くには多い

随伴種 :なし

更新 :新 しい泥の平面に限 られる

⑬ BakauMinyak-Berus群集 (Rh'zo-

2horaapz'cuZata-Bruguz'eraspp.)

立地 :川の近 く,やや高みのところ

基質 :柔 らかい粘着質の粘土

WIC:3

樹高 :18-21m

林相 :Bakau Minyak (56%),BerusKu-

rong(25%),B.Lenggadai(19%)
分布 :Paloh保護林にあり

随伴種 :XyZocarPu∫ granatum,Hm'tz-era
h'tlorah.S

更新 :貧弱,I3.Lenggadaiはよく椎樹が出

現

⑭ Berus-Bakau Minyak-Nyirehliu-

nga群落 (Brugutera-Rh'zophoraaPz.-

cuZata-Xylocarpu∫granatum)

立地 :高い地面に出現

基質 :ややかたい砂質粘土

WIC:4

樹高 :15m

林相 :Bakau(39%),Berus(36%),Nyireh

(25%)

分布 :Rejangと ⅠJObaPulau保護林にあり

随伴種 :ミミモチシダ

更新 :貧弱

⑮ Nyireh Bunga-Berus-Bakau Mト

nyak-Buta-buta群落 (XyZocarPu∫gra-

natum-Brugutera-Rh'zophoraap3'cu-
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Zaza-ExcoecariaagalZocha)

立地 :内陸の高み

基質 :乾いた土壌

WIC:4

樹高 :12-18m

林相 :Nyireh(45%),Bakau(14%),Berus

(17-27%),Buta-buta(5-18%)

分布 :Rejang保護林にあり

随伴種 :cm'op∫decandra,C.lagal
更新 :貧弱

⑲ Dungun-Putut-Buta-buta群落(He-

ritierah'tlorah'5-Bruguz'era∫exanguZa

-Excoecarz'aagaZZocha)

立地 :内陸の高み

基質 :かたい砂質粘土

WIC:5

樹高 :15-17m

林相 :Buta-buta(46%),Dungun(25%),

Berus(15%)

分布 :Rejang保護林にあり

随伴種 :Sapz●um z●ndz'cum,Amooracucu7-

Zata,Pandanusspp.

更新 :大-ん貧弱

3. サバ

北ボルネオのサバには大部分の海岸にマン

グローブがみ られ,全面積は 365,345ha,坐

土の4.8%に達 している [Liew 1977]｡ ここ

のマングローブは,つぎのように九つに分類

されている｡

① ニ ッパ (NyPafrutz'can∫)

① Bakau/Bangkita(Rhz'zoPhoramucro-

nata/a.apz'cuZata)

(む Buta-buta(Excoecar3-aagaZZocha)

④ Berus(Brugul'eraparvtf7ora)

(㊧ Tenger(CerioP∫tagaZ)

(砂 Api-api/Perepat(Avz'cennz'a/Sonnera-
tz'aaZba)

⑦ ニ ッパ混交林
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(む その他の混交林

(9 非経済林

これらの全面積の半分は,ニッパによって

占められているとみなされる｡分布について

のくわしい報告はない｡

ⅠⅩ イ ン ドネ シ ア

1. 背景

インドネシアは東南アジアの熱帯多雨林気

候下の中心部に位置するため,マングローブ

の規模 も最大となる｡ タイからマレーシア-

と南下 し,スマ トラにわたると,樹体の大き

さの差を実感としてとらえることができる｡

基本的な構成要素は同じであるが,群落とそ

れを構成する個体がもっとも大きくなる｡ 歴

史的にみても,マングローブの重要な研究が

おこなわれたのは,この地域を中心にしてで

あった｡

Schimper[1891],Karsten[1891]にはじま

り,今世紀のはじめには数多 くの研究が報告

されている｡植物生理や形態学的な研究以外

の分野だけでも,かなりのものになる｡たと

えば,ReckingetaZ.[1922]のインドネシア

全体のマングローブの種の記載と利用方法の

まとめ,Luytjes[1923]のアチェのマングロ

ーブの現状報告,Thorenaar[1924]のパ レン

バ ン周辺の農業と林業の問題,vanBodegon

l1929] の リアウ州のマ ングローブの 実 態,

deHaan[1931]によるジャワのチラチャッ

プのマングローブの区分,deJong[1934]の

マングローブの植栽方法,Danhof[1946]の

リアウー リンガ地区のマングローブの利用,

Steup [1946]の リアウのマングローブの管

理,Versteegh[1951]によるベンカリスのマ

ングローブ林作業計画などがあげられる｡

ところが,その後の研究はあまりふるわず,

ごく最近になるまで目ほしい研究はない｡戦

後の混乱 と研究体制の不備によって,基礎研

究のたちおくれはいちじるしいが,1970年代

の後半に入 って少 しずつ報告がではじめてき

ている｡

2. deHaanの分類

初期の研究の中で,いまだに比較的よく引

用されるものに deHaan[1931]の分類があ

る｡ジャワのチラチャップのマングローブと

その後背湿地について,潮汐の頻度と塩分濃

度を加味 したものによって区分 したものであ

る｡

deHaan[1931]の区分

A 汽水～塩水,満潮時の塩分濃度10-30roo

1. 毎日1-2回,月20回浸水する地区

2. 月10/-19回浸水する地区

3. 月 9回浸水する地区

4. 月に数日しか浸水 しない地区

B 級水～汽水,塩分濃度 0-10roo

1. 多少,潮の影響下にある地区

2. 季節的に淡水または汽水により浸水す

る地区

この地域区分を基礎に,かれは12の森林型

を識別 し,そのうちつぎの8型がマ ングロー

ブに含まれる｡

① Amlcennz'a manlna-Sonneratz.a aZba

型 Al

① RAz'zophora型 A1-A2

③ Bruguz'erag:ymnorrh'za型 A2-A3

④ XyZocarPu∫granatum-Hm'tz'erah't-

1orah'S型 A3-A4

⑤ Bruguz'eracyh'ndn'ca型 A3-A4

④ ニッパ と高木型 A1-A2-Bl

⑦ ニッパーDern'sAeteroP匂′ZZa- ミミモ

チシダ型 A3-A4

⑧ ScyPhzj,hera /zydrophylZacea- ミミモ
チシダ型 A4

この区分はWatsonのものほど有名ではな

いが,ほぼ同じ時期に潮汐の頻度と塩分濃度

によって区分する基礎をつ くったことは重要
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表4 インドネシア各地のマングローブ林面積
【Wiroa･tmodjo良Judi1978】

地 域

ス マ ト ラ

ス ラ ウ ェ シ

マ ノレ ク

イ リ ア ン

カ リマンタン

ジ ャ ワ

ヌサトゥンガラ

計

面 積 (ha)

397,000

53,000

100,000

2,943,000

90,000

40,441

3,678

3,627,119

である｡ 残念なことに,この仕事をうけつい

で発展させる研究は,その後生まれてきてい

ない｡

3. 分布

インドネシアにおけるマングローブの分布

面積について,Wiroatmodjo良Judi[1978]
は表4にみられるような推定をおこなってい

る｡全面積のうちの81%をイ リアン地区が占

めているが,イリアンについてはほとんど何

もわかっていない｡つぎに多いのがスマ トラ

である｡ カリマンタンは大きな面積を占める

割には少な く, マルクの方が多 くな って い

る｡ スラウェシとジャワははばにた値 を示

し,ずっと少な くな

ってヌサ トゥンガラ

となる｡ イリアンを

除いて,インドネシ

アのマングローブの

大面積分布は,スマ

トラに集中している

ことがよくわかる｡

初期の大部分のマン

グローブ研究がスマ

トラ中心になってい

るのも,うなずける

わけである｡ スマ ト
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ラの中でももっとも大きな面積を占めるのが

南スマ トラであり,バ ンカ島の西海岸 も含め

ると 195,000ha に達する｡ リアウ,北スマ

トラ,アチェの順に少な くなっていくが,い

ずれも南 スマ トラの半分以下の面積 とな る

(図 3)｡

4. 南スマ トラのマングローブ

ジャワのマングローブがすでに風前の灯 と

なっている現在,かなり手近に第 1級のマン

グローブがみられるのは南スマ トラである｡

ここでは沿岸漁業振興のための開発や,移住

政策 との関連のもとに,1970年代にさまざま

な角皮からの調査がはじまった｡その中で,マ

ングローブ林の分布についてもっとも精力的

に研究 したのが Sukardjoである [Sukardjo

1978(a);1978(b);1979;Sukardjo& Karta-

winata1978;Sukardjoど/α/.1980】｡ここで

は,かれの報告を中心に,南スマ トラのマン

グローブについてのべたい｡

南スマ トラの州都パ レンバ ンか ら約 80km

のバ ンカ海峡に面する,バニュアシン川河口

周辺の入江のマングローブが調査対象となっ

た｡入江に直角に 500mx20m の トランセ

ク トを4本とって樹種組成,胸高直径,樹高

などを調査 した｡ ニッパについては,胸高直

図3 マレーシア地域のマングローブの分布 [Chapman 1976]



径のかわりに, クラ

ンプの直径を測定 し

た｡ トランセク トは

入江の両岸に2本ず

つとられた｡

全 トランセク トに

出現 したマ ングロー

ブ樹種 は17種 で あ

り,マ レーシア地域

に出現する主要樹種

がほ とん どみ られ

る｡各 トランセク ト

での水辺か ら内陸方

向-の移行状態は,

それぞれ異なってい

る｡すなわち, トラ

山田 :東南アジアの低湿地林 (2)

表5 南スマトラ･バニュアシンの4本のトランセクト(500mx
20m)の種ごとの胸高断面積合計 (BA:m2/ha)と立木密度

(D:Noノha)｡胸高直径 10cm以上のみ【Sukardjo良Karta-
winata1978]
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ンセク ト1では種数

はもっとも少ないが,胸高断面積合計は 2番

めで,直径 30cm 以上のものが多い｡海に

近いところでは Avzlcennz'aaZbaが優占する

が,全体を通 じて Rhz'zophoraapz'cuZazaの占

める割合が高い｡Brugul'eragymnorrAz'zaと

ニ ッパは, 土手より 250m 入 った中間地点

か ら内陸方向に出現する｡ 小木や稚樹に関 し

てもRhz'zophoraapz'cu/ataがやはり均一にみ

られる｡ この トランセク トの端か らさらに 1

km ほど内陸まで, この種がみ られ, やがて

OncospermazなZ'ZZarz'aが出現 して淡水湿地林

となる｡樹高はこの トランセク トがもっとも

高い｡

トランセク ト2では種数 も多 くなり,かつ

胸高断面積合計は最大 となり, 直径 10-30

cm のものが多 くなる｡ Avz'cenm'a aZba と

SonneraZz'aca∫eo/arz'Sの 40cm級のものがあ

る｡後者は,入江に面 した土のひ じょうに柔

らかい場所にみ られる. R/zz'zophora apzlcu-

/αね は中間地点付近に多 くなる｡

もっとも種数が多 く,高密なのは トランセ

ク ト3である｡大部分が直径 40cm 以下で

i 21124EE 380i22･85j
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あるが, Avz●cennia aZba,Sonneratz-a aZba,

Rhz'zophoraapz'cuZazaには大 きなものもみ ら

れる｡ Avz'cenm'aaZbaが土手より中間地点ま

で,そこか ら端までには A･a/fz'cl'nah'Sがみ

られ,RカZ'zoPhoraapz'cuZataは全体に出現す

るが,後半に多い｡途中川につきあたるが,

その土手には Avz̀cenm'aaZba,A.oNzlcz●nah'S

が優占する｡ Am'cenm'aofTz-cz'nah'Sの小木や

稚樹は多 くみ られ,更新状態はよい｡中間地

点付近には Brugu2'eraparvzftora,そこか ら

奥には Rhz'zophoraaPz'culata の雅樹や小木

が多 くみ られる｡ 樹高は全般に低い｡

トランセク ト4に は8種 が 出現 し, 直径

10-40cmのものが多 く,Rhz'zoPAoraapz'cu-

Zataが優占する｡ 40cm 以上のものは Ayz'-

cennt'aatbaとSonneratz'aaZbaであり,樹高

はほかの トランセク トの ものより小 さ い｡

Avzlce7mZ'aaZbaは入江よりで個体数,胸高断

面積合計がもっとも大 きく, ま た小木 も多

い｡中間地点をこえるところまで Avz'cennz'a

oNt'cz'nah'5･と Sonneratz'aaZba がみ られ,

Rhz'zophoraapz'cuZataは端付近にみられる｡
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椎樹については Rh'zoPhoraaPz'cuZata が均

一に高密度を示 し,Am'cennz'aalba,A.offz.-
cz̀nah'Sの更新 もよい｡Bruguieraparyzflora

は中央部付近に多い (表 5)｡

以上の4トランセク トに共通するのは,内

陸に入るにつれ樹高が高 くなること,土壌中

の C,N 量が増加すること,塩分濃度が低 く

なることなどである｡ リン,カルシウム,マ

グネシウム,カ リウムなどは変動が大きく,

一定 した傾向はみられない｡

これ らの結果から,入江よりには Avz■cen-

nt'aaZba が優占し, 内陸 に入 るにつ れ て

Rhz'zophoraapz̀cuZazaが優占して くるとみる

ことができる｡ Sonnerattaca∫eoZan'Sは川の

影響のあるもっとも柔 らかい基質に生育 し,

そのうしろに Avz'cenm'aaZba が出現する｡

これら以外の樹種は局所的 に優占す るだ け

で,それほど重要ではない｡ したがって,マ

レー半島でみられた基本的な分布構成 とかわ

るところはない｡

最高樹高を 65m と推定 しているが, これ

は少 しオーバーであろう｡せいぜい 45m が

限度 と思われる｡ その後,筆者 も同じ地点を

訪れ,調査をつけ加えた 【山田と Soekardjo

1979]｡ プロット1は, この 4本の トランセ

ク トの位置か ら少 し入江をさかのぼった地点

表6 南スマトラ･バニュアシンのプロット1
(50mx50m)の種組成｡胸高直径 10cm
以上のみ[山田とSoekardjo 1979]

種 名

Rkizophora
ap2'culaza

Bruguiera
ParVlfZora
Avicennia

tt//･fZ

350

胸 高 断
面積合計
m2/ha

9.671 51.1 ; 35.01

1.86㌢ 18.2≡ 18.0
. 】

1.24 22.l l 21.0

計 1596 25.00

蓑7 南スマトラ･バニュアシンのプロット2

(20mx500m)の種組成｡胸高直径 10
cm以上のみ[山田とSoekardjo 19791

Bruguieraa:ymnorrhiza
Rhizophora
aPicuZaza

Bruguiera∫exanguZa
Excoecarta
agaZlocka

31 0.05

計 1190

30 3 1

18
.
3i13.0

の Rh'zoPhoraapz̀cuZata林 に, 50mx50m

の方形区をとった｡プロット2は トランセク

ト1の近辺で, 入江か ら直角 に川 (Bungin

川)をさかのぼり, 1km 地点で岸か ら直角

に トランセク ト1の延 長上 に 500mx20m

の トランセク トをとった｡

表 6がプロット1のまとめである｡このプ

ロットは水ぎわから 10m の位置にあり,外

観からは Rhizophoraapz'cuZata が水ぎわに

までみ られる｡ しか し,実際には,個体数で

は Rh'zoPhoraがもっとも大 きいが,胸高断

面積合計では Avz'cenm'aaZba が大 きい｡最

大直径 85cm,最高樹高 36.5m で,プロッ

ト内での Avz'cennz'a の占める割合は外見 と

は異なって大きい｡四つの トランセク トでみ
た, もっとも入江よりの断面を示すものとい

えよう (図 4)｡

このプロット1か ら内陸に入るにつれて,

Rh'zophoraaPicuZataが優占し,樹高 も徐々

に高 くなっていく｡ さらに奥へすすむと,プ

ロット2の表 7にみ られ るよ うに, Rh'zo-

2horaaPz'cuZata と Bruguz'erag:ymnorrht'za

がほぼ同じくらいの割合で出現する｡いずれ

も純群落 というよりは散在 して混交 し,入江

ぞいのように高密ではない｡樹高は Rhizo-

Phoraが 45m と最高値を示 した が, 直 径
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の最大のものは Bruguz.eragy"2-

norrhizaの 61.2cm であった｡

この樹種はマングローブで最大に

なるものといわれているが,樹高

に関 しては Rh2-gophoraapz●cuZata

の方が大きいとい う印象 を うけ

た｡ 一言でいうな らば, Rhz-jW-

phoraはスラリとのび,Brug〟Z'era

はズンブ リしている｡

プロット2周辺になると,入江

付近ではみられなかった着生植物

やつる植物が出現 して くる｡ 着生

シダには NephroZePz's bz'serrata,

N.radz'can∫,Vz'tzan'a eZongata,

Drynarz'a guerczfoh'a,Pyrro∫Z'a

adna∫cen∫がみ られ,つる植物に

は UncarZ'aa/abrata,Coccz'niacor-

dzfoZl'a,Ml'kam'acordata,Derrt-s

trzfoh'ata, Fz'cu∫ zrz'chocarPa,

Cayratz'atnfoh'aなどが出現 した｡

また小木には Gtochz'dtlonh'toraZe

などのやや 内陸性 の もの も出現

し, ミミモチシダの密度 も高 くな

る｡基質はプロット1のぬかるん

だ状態にくらべて,かた くしまっ

た土 となり,歩きやすい｡林相は

大きな個体が散在 し,倒木跡地に

はミミモチシダが侵入 し,クリー

クぞいにはニッパが多 くなる｡

この調査ののち,バニュアシン

から海岸ぞいにジャンビ州との境

までマングローブを観察 した (図

5)｡ その結果, この沿岸のもっ

とも海よりに出現 したのは,常に

Avicennz'aaZbaであった｡この種

の群落はひじょうに初期のものか

ら老熟に達 して倒木の多いものま

で,さまざまな段階がみ られる｡

そして,波風からまもられ,泥地

I.,,l'ヽ/-:-.L-:.I+･一fT J.,,ilt.≡--二--t ▲ -㍗

T∴･-.､■＼-､I_-1_-妄 ± .:,,,

I

Jll ｢ 千 :i1ニ ｣ ⊥ ⊥ ｣

十ノI--i/■~､､ ･ tiI,:,':ド I1

甘 !::_等 _. ー

●ノ千-◆十1-.,.(.-.+一′■ ㌔ .｣_号 ∵二二)_.,i---1 Li'

｢＼

(

~l f ノ
F

千

】

キ 十 l キ ｣

丸 腰 i 過 l二二

図4 両スマトラのAm●cenniaaZbaとRhtzophora
apiculataの優占林分 (プロット1)の樹冠
投影図 (上)とRhi--ophoraapicuZataの支柱
根と樹冠のひろがりし下)[山田と Soekardjo
1979]
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が浅瀬にのびている場所では,ひ じょうに幅

ひろい群落が発達 し,その後方に RhizoPhora

の群落がひろがっている｡ このすみわけは,

クローネの色の差によって,肉眼ではっきり

と識別できる｡

南スマ トラで観察 した限りにおいては,マ

ングローブの帯状構造は決 して単純 で はな

い.基本的 には Avicenmla-Rh3-3ophora-

Bruguie7laの帯状構造であるが,生育地の徽

気象,潮汐の大小,流入する淡水小河川の影

響などにより,はじめはわずかな条件の差が

徐々にひろがり,多様な生育段階を示すよう

になる｡ したがって,水ぎわからトランセク

トをとれば, トランセクトごとに異なった構

造がみられるはずである｡マクロな目でみれ

ば帯状構造とみとめられ るが,現実 の分布

は, かなり複雑に樹種が交錯 した構造 とな

ることを認識 しておく必要がある｡ 今後の研

究 も帯状構造内の細かな分析が必要 となるだ

ろう｡そのためには,固定 した永久 トランセ

ク トによる長期にわたる定期観測が要求され

図5 パレンバンーアランガンタン周辺図と調
査プロット[山田とSoekardjo 1979】
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る｡

南スマ トラのパニエアシンからジャンビに

かけての一帯は,質量ともに最大規模のマン

グローブが生育する｡人間の影響も少ない｡

そしてマングローブから内陸にかけては,淡.

水湿地林につづいて熱帯泥炭湿地林がひろが

っている｡ この三つの代表的湿地林が連続 し

て分布するところは,そう多 くない｡30万ha

級の低湿地の保護区を設け,厳正自然保護区

として生態系の保全をはかるとともに,さき

にのべた長期調査の拠点とした い もので あ

る｡

Ⅹ パプア ･ニューギニア

インドネシア側のイ リアン部分についての

報告はないが,パプア側についてはPaijmans

[1976]が全体の植生の中でまとめている｡塩

水および汽水湿地の植生 として,つぎの七つ

の森林型をあげている｡

① マングローブ低木林
泥海岸のマングローブの海側に先駆種とし

て生育 し, 低木林 を形成 す る. Avz-cenn3'a

man'na,Sonneratz'aca∫eoZarz'Sが多 く,Ce-

rioP∫tagaZも含まれ,これらの椎樹はすべて

長い浸水状態にたえるものである｡

(勤 低マ ングローブ林

Rhz'zopho7Ta の優占する林であり, 林相は

高密で同齢の単純林 となる｡ Am'cenm'a や

Sonnerazz'aの大木が,単層の林冠から突出す

ることがある｡ 下層には ミミモチシダがみら

れ,よじのぼり植物の Derrz'strzjToh'ataも出

現する｡ よく落雷などで 0.5haほどの穴が

できたりするが, そこには同 じ Rhz'zopho7la

の稚樹が密生する｡

(彰 成熟マングローブ林

Bruguz'eraや Rhz'zoPhoraの樹高 30m,直

径 50cm をこすものが優占する林で,林冠

はやや疎開 し,林床には稚樹 とともに, ミミ
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モチシダ, Acant/zu∫,ニッパ などが侵入 す

る｡Hoya,Dz'schz●dz'a,ラン, シダ,ア リ植物

の Myrmecodz'a などのよじのぼり植物や着

生植物 も出現する｡

内陸にいくにつれて,Camplo∫temon∫chu-

1lzz'2',Herz't3-erah'zlorah'S,XyZocarPu∫moZuc-

canu∫,Znt∫Z'abtj'uga,Sapz'um z'ndz'cum など

の高木,Aegz'cera∫cornz'cuZatum,Brown70-

wz'a argentaza, Doh'C/landrone J･PaZ/laced,

Myn'stz'caAoZZrungz'Z',ヤシ,タコノキなどの

低木が出現する｡

汽水帯の幅は一般に 0.5km ほどで,マン

グローブは徐々に披水湿地林に移行する｡傾

斜地ではマングローブと低地沖積土の間に,

移行帯 として,湿地性イネ科草本群落 と疎開

した湿地林がみられる｡

④ Avz●cennz'a低木疎開林

雨の少ない季節気候下には Avz'cenm.ama-

rg〃α が砂,渇, 海側, 内陸側に限 らず出現

する｡海側では先駆種 として,陸側では塩分

環境のきび しい内陸部分にみられる｡ 随伴種

には Lumm'tzeraracemo∫a,Cerz'op∫lagaZが

でる. 南西部では Bazz'sangz'Zh'coZaが純林を

なすところもあり,また Avz'cenm'a marz●na

の下層に侵入 したりする｡ 洪水のあるところ

では地表は Avz'cennz.a の呼吸根のみである

が,洪水のない場所では Se∫uvz'um po71ula-

ca∫trum や数種のスゲ属が散在 している｡

⑤ Excoecarta低木疎開林

Excoecarz'aagaZZochaは,雨が少な く,汽

水が上下するマングローブの内側によくみ ら

れる｡ 林相は密生林,疎開林,下層の Hz'bz'-

∫cu∫tz'h-aceu∫や PZucheaz̀ndicaの層から突

出する散在型など,さまざまな状態がみられ

る. 淡水が多 くなると, Acacz'a や MeZaZe-

〟√αが混入 してきて,地表の ミミモチシダは

イネ科やスゲ属の類にとってかわ られる｡

⑥ SporoboZu∫草原

雨の少ない地方では, SporoboZu∫ vl'7gZ'-

nz'cu∫が Avz●cenm'a低木林 と,低地草原また

はユーカ リサバ ンナとの移行帯を占める｡ マ

ングローブの境めまでは密生するが,それを

こえた内陸側では,丈は低 くなり疎開する｡

この草原は季節的には淡水で浸水するが,潤

汐による海水がめったに届かないような場所

に出現する｡

(う ニッパヤシ

ニッパは湾部の低地で,毎 日のように汽水

の浸水にあうところに優占する｡ また,扱水

と塩水 とがであってま じるタイダルクリーク

にそって出現する｡もっとも低い立地に密生

した純群落を形成する｡下層にはニッパの稚

檎, ミミモチシダ,Crz'num がヤブ状にある

のみである｡やや高い立地では,マングロー

ブと汽水-の移行種が,この上に出現する｡
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